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レイヤ１オンデマンドサービス
へようこそ！

2008年2月１日
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ユーザから、接続対地、開始・終了時間、帯域を指定して、レイヤ１パスを
設定できます。

エンドエンドの遅延時間が最小となる経路を選択することも可能です。

１．８Ｇｂｐｓ
(１６時～１７時)

レイヤ１帯域オンデマンドサービス

ユーザ

接続対地、開始・終了時間、帯域等を指定

オンデマンドレイヤ1パス

エンドエンドに設定

SINET3

オンデマンド
サーバ

１Ｇｂｐｓ

(１８時～
１９時)
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L1パス要求受付画面（イメージ）

接続形態 ●VPN ○Extranet ○Public

開始日時 □□年□□月□□日□□時□□分

予約形態 ○事前予約 ●即日利用

終了日時 △△年△△月△△日△△時△△分

実行

発着ノード 発ノード 着ノード

利用帯域

ポート追加 なし/あり

経路指定 ●最小遅延経路

発着ポート1 発ポート 着ポート

発着ポート2 発ポート 着ポート

予約実行

○波長 ●帯域指定(0.15G単位)

指定された対地間・時間帯で利用可能な最大帯域

ならびにおおよその遅延時間は以下の通りです。

経路指定なし： ○○Gbps ××～□□msec
最小遅延経路： △△Gbps ××msec

利用帯域

同一経路制約 なし/あり

▼ ▼

▼

▼

▼ ▼

▼

▼

▼ ▼

▼

▼

予約受付画面（1） 予約受付画面（2）

○波長 ●帯域指定(0.15G単位)

以下のようなイメージでＬ１パスの要求をすることができます。



4
© 2008 National Institute of Informatics

オンデマンドサービス提供方式

L2
多
重

オンデマンド
GMPLS制御プレーン

L1SW L1SW
L1SWL1SW

オンデマンド
サーバ

GMPLS

L1-OPS

オンデマンドサーバは、予約受付、パスの経路計算、スケジューリングを行い、
指定時間に発側のL１スイッチにパス設定を指示

発側L１スイッチは、ＧＭＰＬＳ技術により、着側L1スイッチに対してパスを設定

IP/Ethernet用パスの帯域変更が必要な場合、ＬＣＡＳ技術により帯域を変更

パス設定指示

L1パスの予約

ユーザ

L2
多
重

IPﾙｰﾀ
LCASにより
無瞬断帯域変更

IPﾙｰﾀ

GMPLS: Generalized Multi-Protocol Label Switching

LCAS: Link Capacity Adjustment Scheme

Ethernet

IP
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今回のデモについて

IP/Ethernet用パスの帯域を無瞬断で1.8G分減少（LCAS利用, 実網で世界初！)

L1パス（0.9G）をオンデマンドで２本設定（GMPLS等利用, 実網で世界初！）

北大－ＮＩＩ間で無圧縮ＨＤＴＶにより高臨場感会議

北大札幌仙台筑波
東京1東京1NII

: IP/Ethernet用パス

: L1パス（0.9G)

: L1パス（0.9G）

IPﾙｰﾀ IPﾙｰﾀIPﾙｰﾀ

会場ＰＣ

L2
Mux

ｵﾝﾃﾞﾏﾝﾄ゙
ｻｰﾊﾞ IPﾙｰﾀ

L2
Mux

L1-OPS
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ご協力頂いた方々

ネットワークサービスシステム研究所


